日本史プリント　大正時代２
●大戦の終わり

①第一次世界大戦は結局、（　　）国側が勝利し、（　　）を中心とした同盟国側は降伏しました。

②この戦争の講和会議が（　　）で開かれ、（　　）条約が結ばれました。

③日本からは、この講和会議に（　　）が出席しました。

④講和会議では、日本が中国に出した二十一か条の要求が認められたため、この直後に、中国で（　　）運動が起こりました。

⑤また、朝鮮でも、日本からの独立を求める（　　）運動が起こりました。

●戦争に疲れました

⑥この講和会議の中で、アメリカ大統領（　　）は、これから世界の平和を守っていくための機関として（　　）を作ることを提唱しました。

⑦本部は（　　）に置かれ、日本人の（　　）が、事務局次長として活躍しました。

⑧しかし、提唱した（　　）自身が参加せず、また、社会主義国であった（　　）と、敗戦国であるドイツも参加しなかったため、あまり効果はありませんでした。

⑨また、各国が軍備を拡張し続けてきて財政が苦しくなってきたため、みなで話し合って軍備縮小を目指すことにしました。1921年には（　　）会議が、1930年には（　　）会議が開かれ、軍縮が行われました。

●大戦の結果

⑩第一次世界大戦の間、日本はヨーロッパに物資を輸出し続け、たいへん景気がよくなりました。このことを、（　　）景気といいます。

⑪これにより、（　　）と呼ばれる大金持ちが現れました。

●急転直下

⑫しかし、戦争が終わると景気は一気に悪くなり、それに追い打ちをかけるように、1923年、（　　）が発生しました。こうして、日本は次第に苦しい状況になり、この後、再び戦争にたよろうとしていくのでした。

⑬関東大震災の際には、（　　）が井戸に毒を入れているとか、放火をしているといううわさが流れ、そのせいで数千人が殺されました。







